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国民皆歯科検診の施行に期待 

薬理学非常勤講師 

薬剤師 近藤 玲子 

 

今年５月末に、政府が公表した経済財政運営の指針「骨太方針」の原案に「国民皆

歯科検診」が盛り込まれました。私も国民皆歯科検診が施行されることを期待してい

ます。 

歯の健康維持は様々な疾病の予防につながります。糖尿病、免疫・アレルギー疾患、

狭心症、心内膜炎、心筋梗塞、早期低体重児出産、誤嚥性肺炎、骨粗鬆症は歯周病と

関係があるとされています。特に糖尿病と歯周病は相互に症状を悪化させます。歯周

病により炎症を起こした歯ぐきから TNF-α（炎症の原因となるサイトカイン）が放出

され、インスリンの働きを妨害します。最近では歯周病を治療することで糖尿病自体

の血糖コントロールに好影響を及ぼすことも分かってきています。実際に糖尿病を治

療する医師が歯科受診も併せて勧めるケースもあります。 

医療は日々進歩していますが、なかなか生活習慣病は減少しません。病気を発症す

る前に生活習慣を見つめ直し、歯の健康にも気を配ることがとても大切です。我が家

でも食生活、運動、休養など生活習慣には気を配っているつもりでしたが、とても残

念なことに２年程前に夫が糖尿病と診断されました。夫は服薬と同時に歯科受診も勧

められました。紹介していただいた歯医者さんではとても丁寧に歯の磨き方を教えて

くれました。夫の勧めで私も同じ歯医者さんで３ヶ月に１回の定期検診をしています。

検診の都度、歯磨きがきちんとされているかチェックされます。３ヶ月もするとだん

だんと初心を忘れて我流になってきてしまうので反省することもあります。３ヶ月に

１度の検診はとても有り難いです。毎日教えて頂いた方法で歯磨きを続けています。 

国民皆歯科検診が施行されたら、歯科衛生士の皆さんはますます社会から求められ

る存在になると思います。歯の健康を維持することは様々な疾病にも良い影響があり

ますので、歯科衛生士の皆さんのご活躍をとても期待しています。 
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１ 体育(2年生・25回生) 

本校では２年次に体育を行っています。

昨年度後半はコロナ禍により、体育講師

が Youtube に各種ストレッチの動画をあ

げ、学生が自宅で行う形式でしたが、今

年度は対面で行っております。２年生は

講義・実習が多い中、体を動かすことで、

良い気分転換にもなっているようです。 

２ 臨地実習(3年生・24回生) 

～学生感想文～抜粋～ 

１）さくらの里実習（老人保健施設） 

『私の担当（アセスメントをとり、歯科

衛生過程を立案）の入所者の方が、実習

最終日に麻痺のない側の手で折った折り

紙や自作の短歌を書いて、“朝から渡そう

と準備してたのよ。”と言っていただいた。

未熟な私にそのようなことをしてくださ

り胸がいっぱいになるのと同時に、患者

様一人一人に心から寄り添うことができ、

少しでも口腔の疾患を軽減できるＤＨを

目指して努力していきたいと思った。』 

２）豊田市こども発達センター実習 

（心身障がい児総合通園センター） 

『障がいを持った患児は、う蝕や歯肉炎

の罹患率が高いと学校で習ったが、私が

見学した患児の口腔内はとてもきれいだ

った。その背景には、患児へはもちろん

のこと、母親に対してもＤｒやＤＨのき

め細やかなケア、サポートがされている

ことを、この実習を通して理解できた。』 

新型コロナウイルスにより、２年間行

うことができなかった臨地実習を再開す

ることができました。まだ色々な制限は

ありますが、医療人としてだけでなく、

人として大切なことを実際の現場で多く

学んできたことがわかります。お忙しい

中、学生実習にご協力いただいた入所者

並びに指導者の方々に感謝いたします。 

３ 臨床実習自己評価(3年生・24回生) 

『基本的事項に関する評価』 

 ①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 47.9％ 64.1％ 49.6％ 

できた 42.0％ 28.1％ 37.0％ 

あと少し 9.7％ 7.8％ 13.0％ 

できなかった 0.4％ 0％ 0.4％ 

 ②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 48.5％ 74.2％ 54.4％ 

できた 39.7％ 24.2％ 36.8％ 

あと少し 11.8％ 1.5％ 8.8％ 

できなかった 0％ 0％ 0％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 20.6％ 32.3％ 21.1％ 

できた 53.9％ 57.6％ 50.5％ 

あと少し 24.5％ 9.6％ 26.5％ 

できなかった 1.0％ 0.5％ 2.0％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 29.4％ 46.7％ 37.1％ 

できた 44.7％ 44.8％ 46.5％ 

あと少し 26.3％ 8.5％ 15.9％ 

できなかった 0.6％ 0％ 0.6％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 13.1％ 26.1％ 14.5％ 

できた 43.4％ 47.8％ 48.2％ 

あと少し 34.4％ 23.1％ 26.2％ 

できなかった 2.0％ 0.2％ 0.7％ 

実習していない 7.0％ 2.8％ 10.4％ 


